
昭
和
四
・
五
年
度
我
園
銀
行
経
替
の
動
態
的
分
析
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我
園
主
要
普
通
銀
行
の
殆
ん
ど
全
部
を
網
羅
せ
る
貸
借
封
照
表
並
に
損
益
計
算
書
の
数
字
を
基
礎
と
し
て
を
昭
和
四
・
五
年
度
我
園
管

通
銀
行
経
営
の
動
態
的
分
析
を
試
み
、
共
の
業
態
鑓
化
の
大
勢
を
一
不
さ
ん
と
す
る
こ
と
が
本
資
料
の
目
的
で
あ
る
。

一、
攻
金
資
産
の
愛
化

銀
行
間
有
牧
議
の
主
た
る
源
泉
は
諸
貸
出
及
び
有
償
詮
穿
投
資
に
存
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
銀
行
資
産
中
貸
出
金
及
び
割
引
手
形
並

に
有
慣
誰
雰
を
以
て
牧
益
資
産
と
稽
し
、
共
の
鋪
変
化
は
銀
行
粧
品
同
分
析
に
於
て
最
も
重
要
崩
せ
ら
る
べ
き
も
の
と
解
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
今

我
閤
普
通
銀
行
に
於
け
る
牧
科
資
産
費
化
の
情
況
を
観
察
せ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。

減
少
率

(
昭
和
四
|
五
年
度
)

貸

m及
割
引

d
F
 

一
一
了
七

設
券
投
資

μ
 

五
・
四

合
計

%
 

四
・
一

昭
和
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・
五
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我
図
銀
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印
肉
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白
の
勅
態
的
分
析
(
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右
の
如
く
牧
袋
資
産
合
計
に
於
て
四
分
三
厘
の
減
少
を
一
不
し
、
詮
多
投
資
の
減
少
は
貸
出
及
割
引
の
減
少
に
比
し
七
匝
の
超
過
を
現
は

せ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
斯
く
の
如
き
牧
経
費
産
に
投
下
せ
ら
る
L

資
金
の
主
た
る
源
泉
は
預
金
に
存
す
る
こ
と
油
常
な
る
が
故
に
、

共
に
預
金
の
増
減
並
に
牧
益
資
産
封
預
金
比
率
の
増
減
を
観
察
せ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。
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右
の
如
く
牧
益
資
産
封
預
金
比
率
は
綿
々
上
昇
を
示
し
て
ゐ
る
。
市
し
て
預
金
以
外
に
於
け
る
銀
行
運
用
資
源
は
主
と
し
て
借
用
金
及

ぴ
株
主
資
本
よ
り
成
る
も
の
な
る
を
以
て
こ
れ
等
三
資
源
の
増
減
並
に
牧
益
資
産
劃
三
費
源
比
率
の
増
減
を
観
察
せ
ば
弐
白
如
く
で
あ
る
。

牧

益

資

産

封
三
資
源
比
率

右
の
如
く
牧
袋
資
産
封
三
資
源
比
率
も
亦
略
々
同
様
の
上
昇
を
示
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
二
比
率
の
上
昇
は
.
若
し
も
牧
経
費
産
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に
し
て
健
全
確
賓
な
る
分
子
の
み
を
包
合
せ
る
も
の
と
せ
ば
、
資
源
運
用
程
度
の
上
進
を
一
示
す
も
の
な
る
を
以
て
甚
だ
慶
ぶ
べ
き
徴
候
と

解
せ
ら
る
ぺ
ぎ
も
の
た
る
も
、
若
し
も
斯
る
比
率
の
上
昇
が
貸
出
及
び
割
引
の
同
牧
困
難
な
る
が
矯
め
に
現
金
減
少
に
封
躍
す
る
牧
釜
費

産
牧
縮
の
遅
滞
に
原
閃
す
る
が
如
き
場
合
に
於
て
は
、
鹿
干
し
人
業
態
悪
化
の
徴
候
と
観
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
我
園
経
済
界
の
責
献
に

於
て
は
察
し
ろ
後
者
の
観
察
を
以
て
至
嘗
と
た
す
も
の

L
如
く
で
あ
る
。

更
に
牧
谷
資
産
の
構
成
比
率
を
観
察
せ
ば
次
の
如
き
鑓
化
を
示
し
て
ゐ
る
。
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出
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四

右
の
如
く
牧
盆
資
産
の
構
成
比
率
に
於
て
は
、
四
厘
一
毛
の
襲
化
を
生
ぜ
る
も
の
に
し
て
、
貸
出
及
び
割
引
割
合
の
増
加
と
誼
努
投
資

割
合
の
減
少
を
示
し
て
ゐ
る
。
斯
る
襲
化
は
有
債
誰
雰
相
場
の
低
落
に
基
く
こ
と
大
な
る
も
の
と
推
測
せ
ら
る
L
も
、
又
一
面
に
於
て
前

述
せ
る
如
売
貸
出
及
び
割
引
同
牧
の
困
難
に
起
因
す
る
と
こ
ろ
砂
か
ら
ざ
る
も
の
と
も
想
像
せ
ら
れ
る
。

註
、
上
記
諸
比
率
の
計
算
に
於
け
る
各
項
目
の
金
額
は
、
各
年
度
一
筒
年
間
に
一
旦
る
卒
均
残
高
に
捺
ら
ざ
れ
ば
正
確
な
る
を
待
ざ
る
も
、
新
る
卒
均

残
高
の
数
宇
不
明
に
就
き
便
宜
上
年
度
末
金
額
を
採
用
せ
る
も
の
で
あ
る
。

一一、
牧
入
諸
項
目
の
愛
化

昭
和
四
・
五
年
度
我
図
銀
行
終
答
の
動
態
的
分
析
(
高
潮
)
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あ
る
。 銀

行
収
入
の
大
牛
を
占
め
、
共
の
主
た
る
国
有
牧
入
を
構
成
す
る
と
こ
ろ
の
牧
益
資
産
牧
入
に
於
け
る
艶
化
を
観
察
せ
ば
次
の
如
く
で

減
少
率

(
昭
和
四
|
五
年
度
)
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右
の
如
く
牧
益
資
産
牧
入
は
執
れ
も
相
官
著
し
き
減
少
を
示
し
、
昭
和
五
年
度
銀
行
牧
入
減
退
の
重
大
な
る
原
因
と
な
れ
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
等
牧
入
の
各
牧
入
源
泉
に
封
す
る
比
率
を
算
出
し
て
、
各
千
均
牧
入
歩
合
を
観
察
せ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。

貸
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註
、
こ
れ
等
牧
盆
資
産
の
牧
入
比
率
も
各
牧
盆
資
産
の
各
年
度
に
於
け
る
一
倍
年
開
会
憾
に
一
旦
る
卒
均
残
高
を
以
て
算
出
せ
ざ
れ
ば
正
確
な
る
と
と

昭
和
四
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を
得
ざ
る
も
、
斯
る
平
均
残
高
の
金
額
不
明
な
る
を
以
て
便
宜
上
各
年
度
末
残
高
を
以
て
算
出
せ
る
も
の
で
あ
る
。

右
の
如
く
牧
袋
資
産
牧
入
比
率
に
於
て
は
柏
々
低
下
の
傾
向
を
示
し
、
牧
益
資
産
に
よ
る
牧
入
比
率
は
柏
々
悪
化
の
徴
候
を
現
は
せ
る

も
、
共
の
程
度
ば
極
め
て
軽
微
に
し
て
、
牧
谷
資
産
収
入
の
減
少
は
主
と
し
て
牧
経
費
産
全
額
の
牧
縮
に
基
け
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
共
他
の
牧
入
諸
項
目
に
於
け
る
増
減
率
を
観
察
せ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。
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右
の
如
く
線
て
の
牧
入
項
目
に
於
て
相
営
著
し
き
減
少
を
観
た
る
も
の
に
し
て
、
就
中
有
債
誰
府
知
の
費
買
及
び
償
還
に
よ
る
牧
益
の
減

あ
る

J

少
は
最
も
顕
著
な
る
も
の
で
あ
る
o

斯
る
諸
牧
入
の
減
少
を
銀
行
業
同
有
の
活
動
に
劃
す
る
聞
係
の
親
疎
に
よ
り
分
類
せ
ば
弐
の
如
く
で

減
少
率

(
昭
和
四
1

五
年
度
)
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八

入
を
包
合
せ
し
め
た
る
も
の
で
あ
る
。

註
、
其
他
岡
有
牧
入
中
に
は
、
手
数
料
、
外
図
伐
替
盆
、
受
入
雑
利
息
等
を
包
合
せ
し
め
、
特
殊
牧
人
中
に
は
諮
券
資
質
及
償
還
袋
、
其
他
特
殊
牧

右
の
如
く
牧
入
諸
項
目
中
最
高
の
減
少
率
を
示
せ
る
も
の
は
特
殊
牧
入
に
し
て
五
割
九
厘
、
最
低
の
減
少
率
を
示
せ
る
も
の
は
牧
径
奇

産
牧
入
に
し
て
六
分
四
厘
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
観
れ
ば
、
昭
和
五
年
度
に
於
け
る
我
園
銀
行
牧
入
諸
項
目
中
最
も
著
し
き
饗
化
を
観

た
る
も
の
は
特
殊
牧
入
に
し
て
同
有
牧
入
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
明
瞭
で
あ
る
。
唯
々
元
々
特
殊
牧
入
の
金
額
は
固
有
牧
入
の
金
額
に
比
し
蓬

右
の
牧
入
諸
項
目
を
牧
袋
資
産
一
寓
聞
に
封
す
る
比
率
に
於
て
観
察
せ
ば
衣
の
如
く
で
あ
る
。

か
に
小
な
る
を
以
て
、
牧
入
減
少
金
額
に
於
て
は
国
有
牧
入
減
少
額
は
特
殊
牧
入
減
少
額
に
比
し
遥
か
に
大
た
り
し
も
の
で
あ
る
。

昭
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。
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斯
る
組
牧
入
構
成
比
率
は
銀
行
牧
入
に
於
け
る
各
種
項
目
の
重
要
性
を
表
示
す
る
も
の
な
る
を
以
て
、
右
の
襲
化
は
銀
行
国
有
の
牧
入

項
目
に
於
け
る
軍
要
性
の
増
加
と
、
特
殊
牧
入
項
目
殊
に
讃
券
責
買
及
償
還
袋
の
重
要
性
激
減
と
を
一
不
す
も
の
で
あ
る
。
随
っ
て
又
銀
行

業
務
各
部
門
の
活
動
中
に
於
て
共
の
同
有
替
業
部
門
の
活
動
が
前
年
度
に
比
し
一
一
磨
重
要
た
る
地
位
を
占
む
る
に
至
れ
る
こ
と
を
読
す
る

も
の
で
あ
る
。

一一一、
支
出
諸
項
目
の
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銀
行
支
出
諸
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目
中
国
有
的
性
質
を
有
す
る
も
の
に
於
け
る
費
化
の
情
況
を
観
察
せ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。
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ゐ
る
が
、
更
に
こ
れ
等
利

昭
和
四
・
五
年
度
我
図
銀
行
終
俸
の
動
態
的
分
析
(
高
淑
U

五



東
京
商
科
大
事
研
究
年
報

簡
島
一
研
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線

息
の
預
金
並
に
借
間
金
に
封
す
る
割
合
を
算
出
し
て
、
利
息
負
捨
歩
合
の
軽
重
を
観
察
せ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
o

一一一一一ムハ

預
金
利
息

封

預
金
比
率

昭
和
四
年
度

%
 

三
・
九

昭
和
五
年
度

%
 

三
・
八

〆由、

一、-'
O 比

企千三

・%議
一減

借
用
金
利
息
針
借
用
金
比
率

註
、
預
金
並
に
借
用
金
が
負
抽
指
せ
る
卒
均
利
息
歩
合
は
、
預
金
並
に
借
用
金
の
各
年
度
に
於
け
る
一
筒
年
間
に
一
旦
る
卒
均
残
高
を
基
準
と
し
て
計
算

六
・
七

五
・
五

f、

、J

せ
ざ
れ
ば
正
確
に
あ
ら
ざ
る
も
、
便
宜
上
年
度
末
残
高
を
基
準
と
せ
る
も
の
で
あ
る
。

を
た
せ
る
も
の
で
あ
る
。

右
の
如
く
銀
行
が
負
捨
せ
る
預
金
並
に
借
用
金
利
・
日
必
の
歩
合
は
執
れ
も
低
下
の
傾
向
を
一
不
し
、
其
の
資
金
吸
牧
の
直
接
費
は
幾
分
減
少

次
に
最
も
著
し
き
減
少
を
な
し
た
る
給
料
其
他
雑
費
の
項
目
は
、
主
と
し
て
銀
行
の
特
業
活
動
に
於
け
る
繁
閣
と
直
接
閥
係
を
有
す
ぺ

会
」
諸
支
出
よ
り
成
る
も
の
な
る
を
以
て
、
こ
れ
を
牧
経
費
産
並
に
預
金
に
野
す
る
比
率
に
よ
り
観
察
せ
ば
衣
の
如
く
で
あ
る
。

給
料
共
他
雑
費
封
牧
茶
資
産
比
率

給
料
共
他
雑
費
封
預
金
比
率

設
、
前
表
に
於
け
る
と
同
趣
回
日
。

昭
和
四
年
度

μ
 

一
・
二

一一一. 
一一

昭
和
五
年
皮

o
p
 --一

"...， 

、-'

比
較
噌
減

M
戸

0
・一

一一一. 
一一

"...， 

一、J

0
・
九

進
せ
る
も
の
と
推
測
せ
ら
れ
る
。

右
の
如
く
給
料
其
他
雑
費
の
縮
小
は
偉
業
活
動
の
減
退
以
上
の
割
合
を
示
せ
る
が
故
に
、
銀
行
業
に
於
け
る
業
務
執
行
能
率
は
稿
身
上



銀
行
支
出
諸
項
目
中
特
殊
的
性
質
を
有
す
る
も
の
に
就
き
観
察
せ
ば
弐
の
如
き
費
化
を
示
し
て
ゐ
る
。

滞
貸
鈎
却

μ
 

話
券
鈎
却

M' 

四
三
・
九

北
六
他
特
殊
支
山
山

阿
川

三
0

・。

特
殊
文
向
合
計

ノ06

〆

一
二
・
八

増
加
率

減
少
率

(
昭
和
四
|
五
年
度
)

二
一
・
五

右
の
如
く
特
殊
支
出
の
諸
項
目
に
於
て
は
、
滞
貸
鈎
却
の
二
割
一
介
五
匝
の
減
少
を
除
き
‘
他
の
諸
項
目
は
執
れ
も
著
し
き
増
加
を
一
不

せ
る
も
の
で
あ
る
。
右
の
滞
貸
並
に
詩
府
知
の
鈎
却
高
を
貸
出
及
割
引
並
に
有
償
詮
府
知
の
高
と
比
較
し
、
各
鈎
却
率
を
算
出
し
て
其
の
費
化

を
観
察
せ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。

滞
貸
錦
却
率

昭
和
四
年
度

C
/
 

o-三
O

昭
和
五
年
度

ノ
0

0
/
 

0
・
二
四

〆「

、J
比
較
増
減

0
・0
六

詮
府
知
錯
却
率

0
・
五
四

0
・
八
一
一

(

+

)

 

0
・
二
八

註
、
前
表
に
於
け
る
と
同
趣
旨
。

右
の
如
く
滞
貸
鈎
却
率
は
幾
分
低
下
し
、
詮
雰
釦
却
容
は
相
官
著
し
く
上
昇
し
て
ゐ
る
。
斯
る
詮
努
鈎
却
容
の
上
昇
は
主
と
し
て
有
慣

謹
指
針
相
場
の
大
低
落
に
起
因
す
る
こ
と
明
か
な
る
も
、
滞
貸
鈎
却
率
の
低
下
は
果
し
て
貸
出
及
び
割
引
同
牧
の
成
績
良
化
に
基
く
も
の
な

り
や
否
や
疑
問
で
あ
る
。
我
閤
諸
産
業
に
於
け
る
財
政
的
困
難
加
重
の
情
況
よ
り
推
測
せ
ば
、
斯
る
錨
却
率
も
亦
率
し
ろ
上
昇
せ
ら
る
べ

き
を
至
嘗
と
友
す
も
の
L
如
く
信
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
四
・
五
年
度
我
図
銀
行
終
替
の
抑
態
的
分
析
(
高
槻
)

二
三
七
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弐
に
上
記
支
出
諸
項
目
の
増
減
率
を
銀
行
支
出
の
間
有
性
に
茶
き
分
類
せ
ば
弐
の
如
き
情
況
を
示
せ
る
も
の
で
あ
る
。

ノ'¥

増
加
率

減
少
率

(
昭
和
四
!
五
年
度
) (

一
)
預
金
利
息

六
・
九

つ
一
)
其
他
同
有
支
出

M
P
 

一
二
・
六

つ
一
)
特
殊
支
出V

F
 

二
了
八

4、
ι， 

?ぷ言十
七
・

0

右
の
如
く
国
有
支
出
に
於
て
は
敦
れ
も
著
し
き
減
少
を
観
た
る
に
拘
ら
や
、
特
殊
支
出
に
於
て
は
著
し
き
増
加
を
示
せ
る
も
の
で
あ
る
。

更
に
上
記
諸
支
出
に
就
き
牧
益
資
産
一
高
闘
を
基
準
と
し
て
比
率
的
観
察
を
試
む
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

頂

金

利

e息

借
用
金
利
息
及
支
梯
雑
利
息金

税給器官詮共総!

料

共
1を雰

他

特
支

他

雑

費

主自

却

豊百

却

殊

支

出}日

三昭
プミ 辛口

ー一 四
国主f.

度

一
六

一
二

O九;¥ 五

五
七

O

三昭
五和
一五
一周年

度

二
五

一
六一

六
二
八七

五
五
五

〆-、
一
¥J 

(

+

)

 

ハ
十
〉

(

一

)
比
較
帯
減

，...... 

、J
(
一
一
〉

〆「

一、../

九
国

ム
ノ、九O 五



の
如
く
で
あ
る
。

右
の
如
き
礎
化
に
よ
り
生
じ
た
る
銀
行
総
支
出
に
於
け
る
各
項
目
重
要
性
の
異
動
を
、
銀
行
総
支
出
の
構
成
比
率
を
以
て
観
察
せ
ば
次

預

.息

金

手リ

借
用
金
利
息
及
支
梯
雑
利
息

税

金

給

共

雑

費

他

料

滞

貸

錦

却

及

詮

努

錯

却

共

特

出

安来

他

支

前息

支

出

昭
和
四
年
度

六
二
・
九

五
・
五

二
・
九

二
一
・

0

ム
ハ
・
八

0
・
九

一0
0

・。

昭
和
五
年
度

六
一
ニ
・
一

四
・
五

一
二
，

O

二
0
・一

八
・

0

-. 
一一

一0
0

・。

比
較
帯
減

(

+

〉

0
・
二

〆「

、J

一・

0

(

+

)

 

O 

〆「

'-' 

0
・
九

(

+

〉

(

+

〉

0
・
四

右
の
如
く
銀
行
組
支
出
中
に
於
て
共
の
重
要
性
を
最
も
著
し
く
増
加
し
た
る
も
の
は
滞
貸
及
び
護
家
の
錯
却
費
に
し
て
、
最
も
著
し
く

減
少
し
た
る
も
の
は
借
用
金
利
息
及
び
給
料
共
他
雑
費
で
あ
る
。
会
館
と
し
て
は
国
有
諸
支
出
の
重
要
性
が
一
・
六

.?1
セ
ン
ト
減
少
し

た
る
に
封
し
て
、
特
殊
諸
支
出
の
重
要
性
が
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
た
る
も
の
で
あ
る
ο

四

純

盆

の

愛

化

昭
和
四
・
五
年
皮
我
図
銀
行
終
仙
台
の
動
態
的
分
析
(
高
淑
)

二
三
九
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京
商
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血
中
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究
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・
誠

商
同
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山
附
究
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一
扱

上
記
の
如
き
銀
行
牧
支
諸
項
目
の
饗
化
が
銀
行
純
益
に
及
ぼ
せ
る
影
響
に
就
き
観
察
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

二
向
。

悶
有
牧
入

，F
O
 

O
/
 

増
加
率

減

少

率

六

・

五

(
昭
和
四
|
五
年
度
)

同
有
文
出

M
F
 

同
有
純
枚
入

%
 

一一一・二

特
殊
牧
入

ノ
o

特
殊
支
出

aro 
。〆

二
了
八

特
殊
純
支
出

。
/

一
一
一
六
・
一

純

益d
p
 

八
・
七

五
・

O
九

一
八
・

O

右
の
如
く
固
有
牧
入
の
減
少
は
国
有
支
出
の
よ
り
一
居
大
な
る
減
少
に
よ
り
償
は
れ
、
結
局
同
有
純
牧
入
に
於
て
は
三
分
二
厘
の
増
加

を
生
歩
る
に
至
れ
る
も
、
特
殊
牧
支
に
於
て
は
牧
入
の
減
少
と
支
出
の
甚
だ
し
き
増
加
と
に
よ
り
純
支
出
は
二
十
一
割
六
分
三
厘
の
激
増

を
観
た
る
が
矯
め
に
、
結
局
純
徒
に
於
て
一
割
八
分
の
減
少
と
な
れ
る
も
の
で
あ
る
ο

斯
く
の
如
き
純
益
の
減
少
を
梯
込
資
本
及
び
株
主

資
本
に
封
す
る
比
率
を
以
て
観
察
せ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。

梯
込
資
本
純
益
率

株
主
資
本
純
盆
率

(
昭
和
四
|
五
年
度
)

昭
和
四
年
度

/
0
 

0
/
 

九
・
三
一

昭
和
五
年
度

八
・
一
七

" 一、-'
比
較
増
減

M
F
 

一
・
一
四

六
・
一
八

五
・
三
二

〆へ

、ー〆

0
・
八
七

と
れ
を
更
に
収
益
資
産
並
に
預
金
各
一
寓
固
に
釘
す
る
比
率
に
於
て
観
察
せ
ば
弐
の
如
き
境
化
を
友
せ
る
も
の
あ
る
。

牧
経
費
産
一
寓
国
=
封
ス
ル
純
益
ノ
割
合

一昭

o ~ 
五 z
f度

九昭
ハ和

了図 75
七度

ハ
一
〉

比

五章
・回、減



預
金
一
高
悶
=
針
ス
ル
純
絞
の
割
合

一
一
六
'
六

一0
0
同

〆'、

'-./ 

弐
に
銀
行
間
有
純
益
獲
得
の
基
本
的
活
動
を
表
示
す
べ
き
収
係
資
産
を
基
準
と
し
て
算
出
せ
ら
れ
た
る
各
牧
支
項
目
及
び
純
益
の
比
率

を
集
合
し
、
銀
行
純
揺
生
成
の
門
部
的
情
況
を
概
観
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

収益資産-寓困=封スル比率

較
減

上f::
士叶
口

昭手口
五年度

昭和
四年度

入牧

- 9国390閲399閲貸出利息、及割引料

十 1198 197 設努刊息及配営金

- 3 12 15 キ守数子

- 1 10 11 外国詰替益

一生19 28 利息雑入Zえ
x. 

-15 7 22 設~.F・責買及償還俗

- 2 9 11 共他特殊牧入

(ji8 (jJ) -33 入牧総!

- 9 

- G 

lG 1!l 

- 9 111 12G 給料共他雑費

- 3 1!l 19 却2日貸滞

十1028 18 j
 

P
4
A
E
 

4
サ古ユifiー雰設

+ 2 7 5 共他特殊支出

故
に
牧
築
資
産
一
高
聞
を
基
準
と
し
て
銀
行
業
に
於
け
る
業
績
低
下
の
理
由
を
一
括
説
明
せ
ば
共
の
如
く
で
あ
る
。

昭
和
四
・
五
年
度
我
凶
銀
行
総
停
の
動
態
的
分
析
。
劫
淑
)

352 

25 

361 

31 

liI 
預金利息

借刷会利尽及
支:J9!l宇佐利息

税 金

支

555 570 m 支組同 -15 

凡リn
u
 

純 -18 

1枚益資産ー潟間二到・スノレ純益7l前記ノ金額ト多少相

異セルノ、本表二於ケル計算/1司姶ヨ王入ノタメデアル。

108 丑通士

備考・
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I司{

銀
行
同
有
業
務
に
封
し
て
最
も
密
接
な
る
闘
係
を
有
す
べ
き
利
息
牧
支
に
於
て
は
三
聞
の
純
牧
入
増
加
を
一
不
し
、
共
他
の
同
有
業
務
牧

入
印
ち
手
数
料
.
外
園
鷲
替
益
等
に
於
て
は
阿
国
の
減
少
を
示
し
た
る
を
以
て
、
利
息
牧
文
、
手
数
料
及
、
び
外
国
魚
替
益
牧
入
、
等
の
通

計
に
於
て
は
完
引
一
回
の
牧
入
減
少
と
な
れ
る
も
、
こ
れ
等
の
叫
営
業
活
動
を
施
行
す
る
矯
め
必
要
な
る
給
料
共
他
雑
費
の
支
出
に
於
て
九

闘
の
節
減
を
観
た
る
を
以
て
、
結
局
間
有
純
牧
入
に
於
て
八
闘
の
増
加
を
生
ぜ
る
も
の
で
あ
る
ο

然
る
に
同
有
の
銀
行
業
務
と
の
開
係
稀

薄
な
る
説
家
資
買
及
償
還
に
よ
る
牧
入
は
十
五
回
、
共
他
の
特
殊
牧
入
は
二
闘
を
減
少
し
、
更
に
詩
家
鈎
却
及
び
共
他
の
特
殊
支
出
は
合

計
十
二
聞
を
増
加
せ
る
を
以
て
、
滞
貸
鈎
却
に
於
て
三
国
の
減
少
あ
り
た
る
も
、
結
局
特
殊
純
支
出
に
於
て
二
十
六
聞
の
増
加
と
な
れ
る

も
の
で
あ
る
u

故
に
昭
和
五
年
度
我
間
銀
行
業
績
を
前
年
度
と
比
較
し
、
北
ハ
の
帥
型
化
を
全
般
的
に
概
説
せ
ば
、
預
金
の
減
少
に
作
ふ
牧
益

資
産
の
縮
小
は
利
息
及
配
官
金
牧
入
を
減
少
せ
し
め
、
純
情
同
作
の
沈
滞
に
作
ふ
商
取
引
の
一
不
振
は
手
数
料
、
外
岡
常
桂
一
位
の
減
少
を
生
ぜ

し
め
た
る
も
、
預
金
及
び
惜
別
金
の
減
少
、
並
に
共
の
利
息
歩
合
の
低
下
に
よ
り
右
の
牧
入
減
少
は
幾
分
耗
和
せ
ら
れ
、
更
に
給
料
共
他

雑
費
の
大
節
減
に
よ
り
同
有
純
収
入
は
寧
し
ろ
増
加
せ
し
め
ら
る
L

に
至
れ
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
詮
歩
相
場
の
暴
落
は
詩
雰
責
買
及
償

還
ム
止
の
甚
だ
し
き
減
少

E
詮
務
鈎
却
の
著
し
き
増
加
と
を
飴
儀
な
か
ら
し
め
た
る
が
話
め
に
、
結
局
著
し
き
業
結
低
下
を
兎
れ
ざ
り
し
も

の
で
あ
る
リ
こ
れ
を
更
に
時
言
せ
ば
、
昭
和
五
年
度
我
同
銀
行
の
業
結
は
詩
家
相
場
の
低
落
及
び
詩
器
市
場
の
不
振
に
よ
り
最
も
著
し
き

影
響
を
蒙
り
、
共
の
打
撃
の
一
部
が
給
料
共
他
粧
笹
山
口
理
に
要
す
る
諸
費
問
の
節
約
に
よ
り
相
官
経
和
せ
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。



五、

其
他
業
態
の
饗
化

株
主
資
本
と
預
金
と
の
比
率
は
・
資
本
比
本
又
は
保
設
比
率
と
呼
ば
れ
、
預
金
の
株
主
資
本
に
よ
り
保
誰
せ
ら
る
L
程
度
を
示
す
も
の
と

じ
て
銀
行
業
態
の
分
析
に
於
て
相
官
重
要
説
せ
ら
る
L

も
の
な
る
を
以
て
、
こ
れ
を
我
圏
諸
銀
行
に
就
き
観
察
せ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。

昭
和
四
年
度
末

μ
 

資

本

比

率

一

八

・

八

三

(
株
主
資
本
到
預
金
比
率
)

昭
和
五
年
度
末

ノ
0

0
〆

一
八
・
八
六

(

+

)

 

比
較
榊
減

0
・
0
一

右
の
如
く
資
本
比
率
は

0
・
。
一
二
パ
ー
セ
ン
ト
上
昇
せ
る
を
以
て
、
預
金
の
資
本
に
よ
り
確
保
せ
ら
る
L

程
度
は
柏
々
上
進
せ
る
も
の

で
あ
る
o

然
し
こ
れ
は
株
主
資
本
に
於
け
る
減
少
率
四
分
六
周
た
る
に
封
し
て
預
金
の
減
少
率
四
分
八
既
な
り
し
が
魚
め
に
し
て
、
株
主

資
本
に
於
け
る
増
加
を
観
た
る
が
錆
め
で
は
な
い
。

弐
に
預
金
支
排
準
備
比
率
に
就
き
、
現
金
.

日
銀
預
ケ
金
、
図
位
(
手
許
園
伎
の
み
に
あ
ら
や
)
等
を
準
備
資
売
と
し
て
観
察
せ
ば
弐

の
如
く
で
あ
る
リ

金0
〆

減

少

率

一

0
・

(
昭
和
四

i
五
年
度
〕

現

日
銀
預
ケ
金

ノ
0

0
/
 

五
・
四

図
債

八
・
九

合
計ノ

0
0
/
 

九
・

0

預
金%

 

閲
・
八

昭
和
四
・
五
年
度
設
図
銀
行
総
符
の
動
態
的
分
析
(
市
淑
)
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悶

悶

支
梯
準
備
比
率

昭
和
四
年
度
末

%
 

二
六
・
七

昭
和
五
年
度
末

。
/

二
五
・
五

〆「

、J
比
絞
増
減

ノ
0

0
〆

一
・
一
一

右
の
如
く
準
備
比
率
は
一
分
二
厘
低
下
し
、
共
の
主
た
る
開
問
は
現
金
及
び
園
伎
の
減
少
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
ο

更
に
定
期
預
金
以
外
の
預
金
に
針
す
る
現
金
及
び
日
銀
預
ケ
金
の
比
容
を
以
て
、
連
時
支
捕
準
備
比
率
を
観
察
せ
ば
弐
の
如
き
鑓
化
を

示
し
て
ゐ
る
。

連
時
交
悌
準
備
比
率

昭
和
四
年
度
末

日町周

二
一
・

O

昭
和
五
年
度
末

%
 

二
一
・
七

ハ
+
)

O 生
• ~6 ~~ 

七議

有
白
如
く
速
時
支
梯
準
備
比
率
は
梢
々
上
昇
を
一
不
し
、
前
者
の
準
備
比
率
と
は
反
封
の
傾
向
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
主
と
し
て
預
金

内
容
の
費
化
に
起
因
サ
る
も
の
に
し
て
、
預
金
の
組
額
に
於
け
る
減
少
は
専
ら
定
期
預
金
外
の
減
少
な
る
が
矯
め
で
あ
る
。
即
ち
預
金
は

組
額
に
於
て
問
分
八
匝
の
減
少
を
示
せ
る
も
、
定
期
預
金
に
於
て
は
却
て
一
分
の
増
加
を
生
じ
、
共
他
の
預
金
に
於
て
一
割
五
分
の
減
少

を
観
た
る
も
の
に
し
て
.
総
預
金
の
構
成
比
容
は
弐
の
如
く
鍵
化
せ
る
も
の
で
あ
る
。

定

期

預

金

昭
和
四
年
度
末

v
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比
較
増
減

三
・
一
二
八

共
他
の
預
金
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四
・
六
五

四
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〈

一

)

二
二
二
八

品自

預

金

一O
O
-
0
0

一
0
0
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随
っ
て
定
期
預
金
以
外
の
預
金
の
減
少
率
は
糠
預
金
の
減
少
率
よ
り
透
か
に
高
き
が
故
に
、
現
金
の
著
し
き
減
少
及
び
日
銀
預
ケ
金
の

相
官
な
る
減
少
あ
り
た
る
に
拘
ら
歩
、
右
の
速
時
支
梯
準
備
比
率
は
幾
分
上
昇
す
る
に
至
れ
る
も
の
で
あ
る
υ

弐
に
利
釜
ぃ
随
分
の
情
態
に
就
ぎ
観
察
せ
ば
弐
の
如
く
で
あ
る
。

減
少
率

〔
昭
和
四
|
五
年
度
)

州
問
盆
金ノ

0
0
/
 

一
八
・

0

間
凶
作
川
金

ノ
0

0
/
 

九
・
九

純
従
配
営
比
率

(
配
山
町
金
調
純
谷
比
率
)

昭
和
四
年
皮

%
 

八
一
・
二

昭
和
五
年
成

ノ
0

0

/

 

'
L
L

・--

一
，
ノ
，
寸
ノ
.
一
一

(

+
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比
較
増
減

μ
 

八・

0

右
の
如
く
純
九
位
向
営
比
率
は
八
分
の
上
昇
を
示
し
、
純
益
習
保
比
傘
は
低
下
せ
る
を
以
て
、
利
益
随
分
の
情
況
よ
り
い
へ
ば
、
我
開
銀

行
業
態
は
多
少
悪
化
の
傾
向
を
示
せ
る
も
の
で
あ
る
ο

然
し
既
速
の
如
く
昭
和
五
年
度
純
話
の
減
少
は
主
と
し
て
特
殊
純
支
出
の
増
加
に

基
く
も
の
な
る
が
故
に
、
斯
る
純
益
阿
常
比
率
に
於
け
る
多
少
の
上
進
は
必
や
し
も
不
合
理
な
る
政
策
に
困
る
も
の
と
は
い
び
得
な
い
。

斯
く
の
如
き
純
釜
配
常
比
率
の
A
n
理
性
を
判
断
す
る
に
就
き
必
要
な
る
、
梯
込
資
本
金
に
針
す
る
同
有
純
取
入
率
、
純
議
率
、
及
び
配

常
率
の
持
型
化
を
比
較
封
照
せ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

同
有
純
収
入
率

昭
和
四
年
皮

%
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・
二
四

昭
和
五
年
度

μ
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ハ
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比
較
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減
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O
九

昭
和
四
・
五
年
皮
我
図
銀
符
終
停
の
動
態
的
分
析
(
品
川
内
淑
)

一
一
同
五



純

益、
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学
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究
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説

一
一
問
点

率

九
・
2

二

八
・
一
七

f、
、J

一
・
一
四

自己

や
恒通

互容

七
・
五
七

七
・
二
九

〆「

、../

0
・
二
八

説
、
抑
込
資
本
金
は
年
度
末
金
額
に
採
る
。

市
し
て
純
錠
率
と
配
営
寧

E
の
ヒ
ラ
キ
は
一
・
七
刊
パ
ー
セ
ン
ト
よ
り

O
‘
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
下
り
、
純
益
に
よ
る
配
営
金
支
捕
の

徐
裕
は
極
め
て
狭
小
と
な
れ
る
も
の
で
あ
る
。
仮
令
純
益
の
減
少
が
特
殊
的
原
因
に
基
く
場
合
に
於
て
も
、
純
盆
率
と
配
営
率
と
の
ヒ
ラ

キ
は
非
常
時
の
例
外
を
除
き
、
相
官
の
程
度
に
維
持
せ
ら
る
べ
き
こ
と
企
業
財
政
の
見
地
よ
り
必
要
な
る
が
故
に
、
我
同
銀
行
業
の
配
嘗

率
は
昭
和
五
年
度
に
於
て
斯
る
最
高
限
度
を
粉
々
超
へ
た
る
観
が
あ
る
。


